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情報通信技術が社会や生活を支える基
盤となっていることは、スマートフォン1つを見
ても実感できます。その基礎となる技術はコン
ピューターと、コンピューター同士を結ぶ通信、
それらを使って情報を賢く処理するソフトウェア
です。ところで、最初のコンピューターがどのく
らいの能力だったか、ご存じでしょうか。1946 
年に稼働したENIAC（エニアック）と最近の
マイクロプロセッサーを比べると、約200万倍
から1,000万倍高速になっています。たった
70年で起こった、劇的な進歩です。

私たちの生活や社会の発展のためには、
コンピューター、通信、ソフトウェアはこれから
も革新的な発展が必要です。中でも重要
と考えられている技術がビッグデータ処理で
す。多くの情報機器がインターネットにつな
がり、大量の情報がいろいろな形で得られ
る時代になりました。この状況は今後も着
実に進展し、すべてのものがインターネットに
つながっていくと予想されています（IoT）。大
量のデータを解析することで、まったく気づか
なかったことが見えてくることがあります。例え
ば、地震のときに避難した人たちの携帯端
末やカーナビの情報を集めると、人 が々どの
ような動きをしたかがわかり、今後の防災対
策に生かすことができます。

人間はデータを手にすると、そこから学習
してさまざまな知識を得、それを知恵に変えて
日々の行動に反映させます。コンピューター
においても、多くの情報から知識を得、知恵
に変えていく人工知能が研究されています。
この技術が進むと、コンピューターと人間が
一緒になって、より知的な未来を切り開くこと
ができるでしょう（超スマート社会）。

ビッグデータ、IoT、人工知能の技術を大
きく発展させることが、より良い未来への鍵
となります。JSTもこれらの技術分野の研
究開発を積極的に進め、情報通信技術が
支える豊かで人間らしい暮らしの創造、住
み心地の良い社会の実現、新しい産業や
サービスの創出などに向けて、力を尽くして 
いきたいと考えています。
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表 紙 写 真
優れた研究成果を実用化へ。研究者と企業をつ
なぐACCELの役割に大きな期待が寄せられてい
る。現在10件の研究開発課題において研究者
とPMが二人三脚でイノベーションの創出に挑戦
中だ。ACCELをなぜ始め、何をめざすのか中村
理事長が松本委員長、冨山委員と語りあった。

中村●ＪＳＴは戦略的な基礎研究から実用
化に向けた開発まで、科学技術イノベー
ションの創出に向けた研究を進めていま
す。山中伸弥先生の「iPS細胞」や細野
秀雄先生の酸化物半導体「IGZO」など
の実用化に結びつく数多くの革新的な成
果が基礎研究から生み出されました。一方
で、優れた研究成果が必ずしも実用化に
つながらないことが多々あります。
　ACCELは、基礎研究の社会的・経済
的な有効性を検証し、イノベーションを加速
することを目的として2年前に開始しました。
プログラム開始時から運営に当たっている
お二方に、科学技術イノベーションや科学

技術による国づくりの観点から、ご意見をう
かがいます。
　松本委員長は、研究現場の期待や大
学運営の観点から、ACCELをどのように
みていますか。
松本●多くの研究者は自らの成果を社会
に生かしたいと思っていますが、成果を実
用化する企業の知識がほとんどありません。
世界では、大学などの研究機関の周りに
集まっている新興企業、いわゆるベンチャー
企業が実用化につなげていくという例がよく
見られます。日本は研究から開発、製品化、
マーケティングといった従前のリニアモデル
で進めることが多いので、常々、大学での

研究を実用化につなげる新しいシステムが
あればいいと思っていました。ACCELはプ
ログラムマネージャー（PM）を選び、PMが
走り回って産業化につなげていく仕組みと
お聞きし、「これは良い」と思って委員を引き
受けました。
　日本では製品化の可能性がある技術や
ノウハウに、最初から出資できる環境に
なっていません。もう少し環境を整備して出
資金が入ってくる仕組みを作っていかない
と、健全なベンチャーも研究機関も育たな
いと考えていましたので、ACCELの仕組
みに大きな期待を持ちました。
中村●研究者に加えて、開発や事業化・

実用化できる研究成果を期待

基礎研究の成果を研究者とプログラムマネージャー（PM）の二人三脚で実用化につなげるACCEL
プログラムが開始されてから2 年が経過した。なぜ始めて、何をめざすのか。JSTの中村道治理事長
が ACCEL 研究開発運営委員会の松本洋一郎委員長、冨山和彦委員と語りあった。
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中村●冨山委員は産業化の面で経験が
豊富ですが、ACCELの成功の秘訣は何
でしょうか。
冨山●PMが鍵だと思います。例えば要
素技術があるとします。応用がはっきり見
えているのであれば、すぐに大企業と組ん
で大規模に投資した方がいい。逆に、何
に適応できるのか曖昧な場合は、いったん
ベンチャービジネスにして、そこでビジネスと
しての成熟度を上げた方がいい場合もあ
ります。産業化に向かう道筋にはいくつか
の分岐があって、分岐した先から戻ってく
る場合もあり、この行ったり来たりの経路を
どれだけ力強くかつ柔軟にできるかが勝負
だと感じています。かなりの負荷がPMに
かかってきますが、うまくいったら、PMの仕
事に成功体験のような物語性が生まれる
はずです。成功モデルが確立すると、PM
の成功の物語が具体化されます。すると
社会全体へ広がるとともに、PMの仕事
への尊敬が高まり、注目を浴びてくると思
います。
　ポスドク問題でも、Ph.D.（博士号）を持
つ人たちを知的専門職という1つの職業

階層としてしっかり据えるべきだと思っていま
す。日本ではPh.D.は大学教員になる資格
みたいになっていますが、これは日本独特で
す。アメリカでは大学教員の資格要件では
ありますが、Ph.D.を持っていて大学教員に
なる人もいれば、ベンチャーを興す人、普通
の会社に就職する人もいます。知的に一
流であることの免許証なのです。PMも、社
会的に高い尊敬を集める職種の1つだと
認識されるといいですね。
松本●東大工学系の大学院でも、10年
くらい前から博士課程に進学する学生が
少なくなってきています。このまま日本の
Ph.D.が減るのは非常にまずいことです。
Ph.D.は、修士に加え3年間の知的訓練
を経た貴重な人材です。さまざまなことを独
力で研究し、いろいろな人と議論して勝てる
ような論理を構築できる知的訓練を受けた
人です。周りの人を説得して自分が思うもの
を実現させていく、実現が不可能ならばすぐ
に転換を図ることができる柔軟性を持った
人がPh.D.だとすると、そういう人が日本に
あふれていないと、いろんな状況に対応で
きなくなってしまう。その思いから博士課程

への進学を勧めていますが、なかなか増え
ず、四苦八苦してきました。日本の社会全
体として知的挑戦ができる柔軟な人材をつ
くる必要があります。
冨山●同感です。理系に限らず、全分野そ
うですね。
松本●そのとおりです。特に文系のPh.D. 
は重要です。文系と理系の人たちが力を合
わせなければ、イノベーションを起こすことはで
きないと思います。
冨山●あらゆる分野で知的専門職をもっと
大事にしないといけませんね。

製品化に長けた方や経験豊かな方をPM
に抜擢するACCELの二人三脚の体制
はＪＳＴでも初めての試みで、今はまだ実験
中だと思っています。今までのように研究
者自身が優れた研究成果を企業に売り込
み、企業での開発を国が支援するという 
リニアモデルではなかなか成功に結びつけ
るのが難しく、時間がかかることから、私たち
もACCELに期待しています。
　冨山委員にうかがいますが、日本の科学
技術政策や産業政策から見て、どのような
ことがACCELに期待できるでしょうか。
冨山●研究から商品開発するプロセスは、
組織の枠を超え外部を活用して新たな価
値を生み出すオープンイノベーション型に変
わってきています。要素技術の結びつきが
従来よりも多様化し、さまざまな領域の研
究者が協力し合う学際的な研究から新しい
イノベーションや商品が生まれていることと、
企業にとっては、研究開発から商品化まで

のすべてを自前で行うことは、財政的にも厳
しくなってきているからです。
　世界的に見て大学の周りにベンチャー企
業が集まるという松本委員長のお話は、企
業の持っていた基礎研究機能の大学への
移管とも考えられます。このようなオープンイノ
ベーション型の、業界の枠や国境を超えて広
く共存共栄できる「エコシステム」が社会的
に存在することが必要ではないでしょうか。日
本の企業も同じ状況に置かれており、大学
や企業、ベンチャーなどの組織が上手にエコ
システムを作らないとイノベーションは起きな
いと思います。そこで鍵になるのが大学と企
業をつなぐ機能です。組織間をどうつないで
いくかがとても大事です。ACCELはまさにそ
こに挑戦しようとしているわけで、私も「つな
げる」という問題意識を持って委員をお引き
受けしました。ここで1つの標準形を作れば
社会全体に広がっていくという期待感もあっ
て、微力ながら支援したいと思ったわけです。

中村●ACCELでは、これまでに10課題
を採択しました。採択基準は独創的で革
新的な技術に加えて、実用化したときに社
会に与えるインパクトの大きさです。課題
採択の過程をどうご覧になりましたか。
松本●ＪＳＴで今まで支援してきたCREST
やERATOの課題に飛躍的な進歩があり
そうだという予感を持っています。期待感が
ある研究から、ACCELはさらにビジネスの
将来動向を見すえて選んだので、大いに

期待しています。
　近頃は企業の研究者の学会出席や論
文の発表、論文発表者の情報収集活動
が少なくなり、2000年頃からの日本の論
文数減少の原因になっています。だからこ
そ効率的に研究者と企業をつなぐACCEL
のような仕組みが必要なのです。
冨山●大学と企業の研究者が顔を合わせ
る機会がなくなっているわけですか。それで
はお互いに情報を得るのは難しいですね。

中村●ＪＳＴには2つの仕組みがあると
思っています。1つはまさに今お話している
ACCELです。そしてもう1つは、一昨年から
始めたセンター・オブ・イノベーション（COI）
プログラムです。未来のあるべき社会の姿
を想定し、そこから目標を設定するバックキャ
スト方式で研究開発課題を特定して研究
資源を充てる仕組みです。産業界に意見を
求めてリーダーを務めていただき、研究代表
者と一緒に議論して将来的な課題に落とし
込み積み上げていく。これら双方向の2つ
のプログラムのポイントは、いずれも産業界
が早い段階から将来の可能性に対して参
加し、人材を提供してくれることだと思います。
松本●日本の大学では雇用形態上なかな
か異動できない人事制度の問題がありま

す。人を循環させるシステムが日本にはあり
ません。基礎的・共通的な部分を一緒に
進めようとすれば、各研究機関の間で人が
循環しないといけません。ドイツでは、工学
部の教授の多くは、企業の研究開発部門
などの経験者です。アメリカも人が自由に
動いています。
冨山●そうですね。ベンチャー企業を興して
から大学教授になったりしています。
松本●人の循環がある中でACCELが動
き始めると、もっと効果的ではないでしょう
か。日本がその方向に向けてどう人事制度
を動かすかが、イノベーションに適した国に
なるポイントだと思います。
冨山●ACCELによって人の動きが活発
になればいいですね。

研究者と企業をつなぐのがACCELの役割
ACCELの目的

戦略的創造研究推進事業などで創出された、
世界をリードする顕著な研究成果のうち、すぐに
は企業などでのリスク判断が困難な成果を抽出
し、プログラムマネージャー（PM）によるイノベー
ション指向の研究開発マネジメントにより、技術
的成立性の証明・提示（Proof of Concept：
POC）および適切な権利化を推進することで、
企業やベンチャー、他事業などに研究開発の流
れをつなげる。

プログラムマネージャーとは
プログラムマネージャーは、研究内容を深く理解し
た上で、実用的な設備の開発や特許など知的財
産の保護・活用、研究者と企業の橋渡しなど、
事業化への道を切り開く役目を担う。

ACCELの特徴
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中村●最後に、全体を通して付け加えるこ
とがあればお願いします。
松本●ACCELから、全体を通じて成功ス

トーリーを何件つくれるかが日本の将来に
重要だと思います。現場の研究者がいて、
PMがいて、さらにその先に企業がいるとい
うストーリーです。ACCELが正念場を迎
えるのは、今後1、2年です。さらに活動を

強化していきたいと思います。
冨山●同感です。成功モデルは、10打数
10安打でなくても10打数のうち1安打、
2安打でもいい。ACCEL の成功モデルに
は、メーカーや技術系の大手企業との共同
事業や、ベンチャー企業が介在するモデル
もあっていいと思います。理想を言えば、大
企業との共同事業開発型とベンチャービジ

ネス展開型の2つの成功モデルが生まれ
ると、社会に大きなインパクトを与えられると
思います。成功例をつくるべく、応援してい
きたいと思っています。
中村● ACCELは非常に楽しみなプロ
グラムであることが本日の結論ですね。
引き続きご指導のほど、よろしくお願いし 
ます。

中村●企業でも、先進国に追いつき追い
越せという中で、欧米のように博士号を持
つ高度人材を育てなければいけないとい
う気風が生まれました。進歩の早い学問
潮流をとらえ、専門知識をもとに新事業に
結びつけることが求められました。このた
めに、学部や修士課程を修了して会社に
入った後も、自己研鑽して論文博士号をと

ることが奨励されました。最近は、大学で
Ph.D.をとって、国際舞台で堂 と々活躍す
る時代になりました。とりわけ、イノベーショ
ンを企画し、推進する人材として、１つの
分野を究めるだけでなく、2つ以上の分野
に精通する「π型研究者」や、人文科学
や社会科学にも関心を持つ新しい博士像
が求められています。

　そういう方々が、PMのような新しい職種
にどんどん進出してくれば、日本はとても良く
なると思います。工学部大学院の博士課
程に学生さんが来てくれないのは由 し々き
事態で、博士号を取れば将来が保証され
るようにならなければなりません。
冨山●大学教員は、若いときの立場が不
安定ですからね。

中村●冨山委員からACCELを成功させ
るには、PMの役割が非常に大きいとの話
がありましたが、PMは育てられるものか、そ
れともすでに完成された人を招聘すればい
いのでしょうか。完成した人は多くいるわけ
ではないし、どうしたら育てられるでしょうか。
冨山●それは難しいですね。ただ、どれだけ
有効に試行錯誤し、効率的に失敗するか
ではないでしょうか。
　東京大学の産学連携の10数年間を振
り返ると、当初は失敗もしていました。私は
東京大学と産業界の橋渡し役として学内
で生まれた知見の社会還元を目的とする
東京大学先端技術インキュベーションセン
ター（CASTI、現TLO）の設立に深く関わ
りました。最初は何もないところから始める
ので、後から考えたら非常に稚拙な失敗を
するわけです。ただ失敗はしましたが、結果
的に産学連携を応援し続けたことが良かっ
たですね。その他にも私が関わった、大学
や研究機関などの技術や人材を活用する
新興企業への投資活動を通じた企業投資
基金を運営する東京大学エッジキャピタル

（UTEC）も苦難な時期はありましたが、し
ぶとく乗り越えているうちにノウハウが蓄積
され、若い人を育てる仕組みも芽生えてきま
した。うまくやってこられたポイントは、最初
によりどころになる非常に有為な人材、行
動や考え方の模範となる人がいたことです。
その人が一生懸命努力することで、次に来
る人が「この人のようになりたい」と思える
モデルができあがり、「ああすればいいんだ」

と若い人が入ってくる循環ができます。今
ACCELは、水先案内的に仕組みを回して
いる最中で、そこから模範となる人が何人
か出てくると自己循環する気がしています。
模範となる人をどう育てていくかを意識する
必要があります。
松本●技術経営（MOT）も同様に発展し
てきました。初期のMOTでは、成功した
社長のお話をうかがい、方法論を収集し、

「MOT学」を作ろうとしていました。PMも
「PM学」のような事例がたくさんできれば、
教えていく仕組みができ、ACCELが成功
する確率が高まると思います。
冨山●多くの経験をすることも大切です。
自分の経験で申し上げれば、ある案件が花
開く前にギブアップして売却したら、それが
後になって成功し、悔しい思いをしたことが
ありました。ベンチャー企業内で内紛が生
じ、絶対に成功すると思って力を入れてい
た案件から、身を引かなければならなくなった
こともあります。そういったことも、体験しない
とわかりません。
松本●研究者は研究成果を出すことに命
を賭けています。それが最大の推進力で
す。そこでPMの考えと研究者の考えがぶ
つかってしまうとうまくいかない。特に実用
化にあたってはそうだと思います。研究者
が自らうまく行く方向に研究を管理するよう
に導くのが、PMの力量というものでしょう。
研究の現場を知らないPMだと、研究者
の考え方をうまく調整するのが難しいと思
います。

成功モデルをどう育てるか

研究者、PM、企業が織りなすACCELの成功ストーリー

中村 道治
なかむら・みちはる

ＪＳＴ理事長

鼎 談

トップサイエンスから
トップイノベーションへ
ACCEL採択課題

❶エレクトライドの物質科学と応用展開／細野 秀雄（東京工業大学）／横山 壽治　❷フォトニック結晶レーザの高輝度・高出力化／野田 進（京都大学）／八木 重
典　❸PCPナノ空間による分子制御科学と応用展開／北川 進（京都大学）／山本 高郁　❹縦型BC-MOSFETによる三次元集積工学と応用展開／遠藤 哲郎（東
北大学）／柴田 直　❺自己組織化技術に立脚した革新的分子構造解析／藤田 誠（東京大学）／隅田 敏雄　❻ＰＳＤ法によるフレキシブル窒化物半導体デバイス
の開発／藤岡 洋（東京大学）／上田 修　❼ダイヤモンド電極の物質科学と応用展開／栄長 泰明（慶應義塾大学）／塚原 信彦　❽超活性固定化触媒開発に立
脚した基幹化学プロセスの徹底効率化／魚住 泰広（自然科学研究機構）／間瀬 俊明　❾共生ネットワークの分子基盤とその応用展開／川口 正代司（自然科学研
究機構）／齋藤 雅典　❿触原色に立脚した身体性メディア技術の基盤構築と応用展開／舘 暲（東京大学）／野村 淳二

平成
25年

採
択

課

題
※�図中❶〜❿は下記を参照ください。
「研究開発課題名／研究代表者／プログラムマネージャー」を記載しています。

●❶
エレクトライド
（細野 秀雄）

●❻
PSD法

フレキシブル
半導体デバイス
　（藤岡 洋）

●❺
革新的

分子構造解析
（藤田 誠）

●❷
フォトニック
結晶レーザー
（野田 進）

●❼
ダイヤモンド

電極
（栄長 泰明）

●❸
PCPナノ空間

（北川 進）

●❹
縦型

BC-MOSFET
（遠藤 哲郎）

●❾
共生

ネットワーク
（川口 正代司）

●❽
超活性固定化

触媒開発
（魚住 泰広）

●❿
触原色身体性
メディア技術

（舘 暲）

平成
26

年
採

択
課

題
戦略的
創造研究
推進事業
など

フレキシブル
ディスプレイ

大型有機EL
ディスプレイ

有機EL
照明

調味料

香料

集積回路
プラットフォーム

空気・排気

PCPで処理

化学製品

レーザー加工／
励起応用

レーザー顕微鏡／
光ピンセット応用

肥料

菌根菌

リン肥料削減

重金属
センサー

物質合成

小
型
化

触媒

9月12日（土）にACCELの公開シンポジウムが開催されます。詳細は、以下のACCELのホームページをご覧ください。
http://www.jst.go.jp/kisoken/accel/index.html
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